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【申し込み・問合せ先】霧島アートの森　TEL74－5945

春のコレクション展
■  2月27日（火）～ 4月15日（日）
（会場：アートホール

第1～ 3展示室）
　コレクション展は
屋内収蔵作品42点の
中から精選した作品
をお楽しみいただく
展覧会です。

�Ù�G�É
ñ�2�y�0
� ¦ � ” � Â � Ú � Â � Ÿ � ¿ � « � � � Ç �   � ¸ � é �   � ½ � Ë � ½

�I�U�F�N�B�U�J�D��������

休 園 日 　月曜日（祝日の場合は翌日休園）
開園時間　午前 9 時～午後 5時（入園は午後 4 時 30 分まで）
観 覧 料　一般／310（240）円，高大生／200（160）円，
　　　　　小中生／150（120）円
　　　　　（　　）内は前売り又は 20人以上の団体料金

（会場：アートホール展示ロビー）

【作家による公開制作】
（Adobe illustratorによるデモンストレーション）
３月11日（日），18日（日），21日（水・祝），
４月８日（日）
※来場者の下描きを元にイラストを仕上げます。

【トークイベント】
・３月25日（日）
・４月 １日（日）
・４月15日（日）
※トークイベント・公開制
作は，いずれも午後２時か
ら午後３時30分まで開催。

【「大寺聡作品集」・グッズ販売】
※詳細はアートの森ホームページをご覧下さい。

2/27（火）～ 4/15（日）

関連事業

大寺聡「鹿児島駅前」（2013）

篠原有司男
「ヴァン・ゴッホ　スクーター」（1997）
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皆さん，お元気ですか？今回は日本であまり知られていないアメリカのお祝い「M
マㇽディ

ardi  G
グ ラ

ras」についてお話したいと思います。
マルディグラの発祥国はフランスです。フランス語では「太った火曜日」という意味ですが，アメリカでは主に「楽しむ」とい

う意味で使われます。
昔，西欧では１月～２月の間にカーニバルというお祝いがありました。1 ヶ月ぐらい，パレードや仮面をつける舞踏会が行われ，

参加する人はたくさん飲んで食べて楽しんだそうです。
お祝いの由来は，２月の第二水曜日はカトリック教の「Lent( レント )」という期間が始まる日に関係があります。カトリック教

の人は「イースター」というお祝いの前に自分を清めようとして，肉を控えて食を断つ習慣があります。ですから，２月の第二火
曜日は絶食の期間が始まる前に，パーティーを行なってたくさん食べて太る機会として，この火曜日がマルディグラとなった訳です。

マルディグラはヨーロッパから南東アメリカに伝わってきました。カトリック教ではなくても，マルディグラを祝う人はとても
多く，ルイジアナ州やアラバマ州など，ミシシッピ川沿いにある州にとって大事なお祝いです。

マルディグラは，カラフルな仮装をする習慣があります。この仮装は，ヨーロッパの１６～１８世代のピエロのようです。祝い
の色は緑，紫，黄色でアクセサリーも仮装もカラフルです。仮装をしていない人も目立つ衣服を着て楽しみます。

南東にある都市ではパレード，舞踊団，マーチングバン
ドが一般的です。音楽は地域によって違いますが，トラン
ペットが多いです。

また，フロート※ 1 に立っている人はパレードを見てい
る人に，ビーズのネックレスや硬貨を配ります。

ムーンパイというお菓子も人気があります。マシュマ
ロとチョコレートの小さいパイです。期間限定ですので，
マルディグラの時にしか買えないお菓子です。

今回は以上です。次回もよろしくお願いします。

＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

冬の遊びについて
私が育った島は，毎年雪が降ります。平均降雪量は約８１ｃｍで，雪がたくさ

ん積もるとそう簡単には溶けません。降雪量が多い地域の雪遊びの楽しみ方は，
様々ありますが今回はアメリカの雪遊びについていくつか紹介したいと思います。
アメリカの雪遊びは，雪だるまや雪合戦のほかにソリ滑りが大人気です。日本
と違って指定されている公園やスキー場だけではなく，自分が通っていない坂の
ある学校も遊び場として使われます。私立学校がわりと少ないので，学校は主に
公共のものとして自由に使えます。もちろん，無料です。
他の冬遊びとして皆さんは「スノーエンジェル」という遊び方を知っていますか？新雪の上に寝転んで手足を動かすと，
天使のように見えます。また雪に絵を描く方法もあります。スプレーボトルに水と着色料をいれたら雪に色を塗ることが
できます。アイススケートはアイスリンクでする人もいますが，近くにある凍結した湖の上で滑る人も多いと思います。
氷はかなり厚くなりますのでアイスホッケーなどすることができます。入場料は不要なので家族で行って両親がスケート
の仕方を子どもに教えます。私も小さいとき，家の近くにある湖でスケートの仕方を父親から教えてもらいました。
また，新雪を食べることもあります。綺麗な雪をカップに入れてメープルシロップをかけてカキ氷のように食べます。
カナダでは，沸騰したメープルシロップを雪にかけて飴を作ります。カナダとの国境線にある州もこのような習慣がある
そうです。
最後に，私は体験したことがありませんが，父親が高校生の時，家の屋上から積もった雪に跳ぶのが人気の雪遊びだっ
たそうです。雪がたくさん積もると屋上との距離が近くてあまり怖くなかったと言っていました。このようなことは勧め
ませんが，スノーエンジェルは安全で楽しい遊びだと思います。
今回は以上になります。来月もよろしくお願いします。

皆さん，お元気ですか？今回は日本であまり知られていないアメリカのお祝い「

T homa s ’  T r a v
e l  D i a r y

トマスの湧水記 マルディグラについて

※1　フロート（日本でいう巨大な山車）仮装衣装
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　開館時間：午前１０時～午後６時
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間　　
　問合せ先：くりの図書館　TEL ７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

　ＮＨＫ大河ドラマ「西郷どん」の放送が始まりま
した。
　くりの図書館では，西郷隆盛公に関連する図書を
展示して「大河ドラマ西郷どん」特設展示を平成
30年 12 月末まで行います。貸出も行っていますの
で，ご来館の際はお立ち寄りください。
【西郷隆盛公】
　「薩摩藩の下級武士の生まれで『維新の三傑』と
呼ばれた偉人」，「地位も名誉も金もいらぬ無欲の人」
と紹介されています。
　多くの著者が西郷隆盛公に関するさまざま書を執
筆されています。有名でありながら，かつ謎の多い
薩摩の偉人について，見識を深めてみませんか。

大　河
ドラマ西郷どん

特設展示実施中！

　平成 30年は，明治維新から 150年目
の節目に当たります。これを契機に，先
人たちの歩んできた幕末・明治維新の歴
史に想いを巡らせ，足跡をたどってみま
せんか。

平成 30年は明治維新 150周年です。

ホームページを
活用してください！
　くりの図書館のホームページを
ご存じですか？
　図書館に来館しなくても蔵書検
索を行うことができ，貸出可能で
あるかを確認することができます。
　そのほか，館内イベントや図書
館からのお知らせ，図書館のこれ
までの歩みなども紹介しています
ので，ぜひ，ご覧ください。

○図書館ホームページアドレス
（スマートフォンからも開けます）
http://library-yusui.jp/

　鹿児島県では，毎月２３日を「子どもといっしょ
に読書の日！」と定め，自らすすんで本を読む子ど
もを育てるための取組みを進めています。
　家庭では，子どもたちの身近なところに本を置き，
本を読んで聞かせたり，また，親が読書をする姿を
見せたりすると，子どもたちも本に対して興味・関
心がわくようになります。
　２３日はぜひ，おうちの方も一緒に読書を楽しん
でみませんか。

毎月23日は子どもといっしょに読書の日！

図書館にぜひ家族で
ご来館ください！
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　食事量が減った，普段より疲れた顔をしている，ため息が目立つ，口数が減った・・・，家族や仲間
など身近な人が「いつもと違う」様子ということはありませんか？周囲が気づかないうちに一人で大き
な悩みを抱えて，精神的に追い詰められ，最悪の場合は自ら命を絶ってしまうことも。ここ数年におけ
る自殺者数は減少しているものの，若年層の自殺者数の減少率がほかの年齢層に比べて小さいです。ま
た，5人に 1人の割合で「本気で自殺を考えた」経験があるなど，決して自殺は他人事ではありません。
大切な人の命を守るために，「いつもと違う」様子に気づいたら，勇気を出して声をかけてみませんか？

悩んでいる人への接し方～メンタルヘルス・ファーストエイドによる支援～
　悩んでいる人への接し方については，メンタルヘルス・ファーストエイド（※）による心のサポート
が役立ちます。これは 5つのステップからなる行動計画のことで，「り・は・あ・さ・る」と覚えられます。

「自殺予防」について

　「周囲が手を差し伸べ，話を聞くこと」
によって，結果として自殺を考える本
人がそれを乗り越えられることにもつ
ながっています。（グラフ参照）
　うつ病などの心の病気が疑われる場
合は，早めに医療機関やカウンセラー
等専門家への相談が大事です。
　本人を理解してくれる家族，友人な
どの周囲と連携し，一緒についていく
などして専門家への相談を促しましょ
う。

≪グラフ：自殺を考えた時どのように乗り越えてきたか≫

(資料：内閣府「平成 23年度自殺対策に関する意識調査」)

「り」リスク評価
　自殺の方法について計画を
練っているか，実行する手段を
有しているか，過去に自殺未遂
をしたことがあるか，を評価し
ましょう。「消えてしまいたいと
思っていますか？」「死にたいと
思っていますか？」とはっきり
尋ねてみることが大切です。

「さ」サポートを得るように勧める
　心療内科や精神科を受診するように勧めてみま
しょう。「心の問題が体に関係することもあるので，
専門家に心のことも相談してみましょう」といった
言い方が，受診への抵抗感を減ずるかもしれません。

「る」セルフヘルプ
　アルコールをやめる，軽い運動をする，リラクゼー
ション法 ( ゆっくりと呼吸する，力を抜く等 ) 等を
行うことによって，メンタルヘルスの問題による症
状が緩和されることがあります。家族の人に相談す
ることや，自助グループへの参加を勧めてみたりす
るのもよいかもしれません。

「は」はんだん・批評せずに聴く
　どんな気持ちなのか話しても
らうようにしましょう。責めた
り弱い人だと決めつけたりせず
に聴きましょう。この問題は，
弱さや怠惰か
らくるのでは
ないことを理
解しましょう。

「あ」あんしん・情報を与える
　現在の問題は，弱さや性格の
問題ではなく，医療の必要な状
態であること，決して珍しい病
気ではないことを伝えましょう。
適切な治療でよくな
る可能性があること
も伝えましょう。

※メルボルン大学オリゲン研究センター
　ベティ・キッチナー氏とアンソニー・ジョーム氏が開発
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◆ 児童手当
　家庭等における生活の安定・次代の社会を担う児童の健やかな成長を支援するために，支給される手当です。　
　児童手当は，認定請求をした月の翌月分から支給されます。
　出生・転入の日から１５日以内に請求手続きが必要です。
　※手続きが遅れると，原則遅れた月分の手当を受けられなくなりますので，ご注意ください。
①支給対象
　中学校修了まで（１５歳に達する日以降の最初の３月３１日まで）の児童を養育している方
②支給額

◆ 児童扶養手当
　父親又は母親がいない家庭や，父親（母親）が一定の障害の状態にある家庭，父母にかわって児童を養育し
ている家庭に対して支給される手当です。なお，父親（母親）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童を養育
している家庭も対象となります。（支給額は所得額により異なります。申請の翌月から１８歳に達する日以降
の最初の３月３１日まで支給されます。ただし，対象となる児童が一定の障害の状態にある場合は２０歳になっ
たその月まで支給されます。）
◎ 児童１人のとき・・・・・・・９, ９８０円～４２, ２９０円（月額）
◎ 児童２人目の加算額・・・・・５, ０００円～９, ９８０円（月額）
◎ 児童３人目以降の加算額・・・１人増すごとに３, ０００円～５，９８０円加算（月額）
※ 所得額の制限があります。
※平成２９年４月から物価スライド制が導入されました。
　物価スライド制とは，物の価格の上がり下がりを表した「全国消費者物価指数」に合わせて，支給する額を
　変える仕組みです。
◆ 特別児童扶養手当
　精神又は身体に障害のある子どもをもつ家庭に対して支給される手当です。
（申請の翌月から２０歳になったその月まで支給されます。）
◎ １級（療育手帳Ａ判定程度，身体障害者手帳１・２級程度）・・・５１, ４５０円（月額）
◎ ２級（療育手帳Ｂ判定程度，身体障害者手帳３・４級程度）・・・３４, ２７０円（月額）
※ 所得額の制限があります。
◆ 児童養育手当
　父母がいない家庭で父母にかわって児童を養育している養育者に対して支給される手当です。（申請の翌月
から１８歳になったその月まで支給されます。ただし，３ヶ月以上にわたり養育している状態である養育者が
対象となります。）
◎ 児童１人のとき・・・・・３, ０００円（月額）
◎ 児童２人のとき・・・・・６, ０００円（月額）
◎ 児童３人以上のとき・・・１人増すごとに１０, ０００円加算（月額）
※ 所得額の制限があります。
◆ 子ども医療費助成
　中学校修了までの子ども（１５歳に達する日以降の最初の３月３１日まで）が，各種保険制度を利用して治
療した分の自己負担額（未就学児は全額，小・中学生は自己負担額から一人月額 2,000 円を控除した額）が助
成される制度です。なお，予防接種など保険適用外の場合は対象となりません。また，付加給付金や高額療養
費等の対象となる場合は助成額から控除されます。
※ 学校や保育園・幼稚園で加入されている，独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付金に該
当する医療費は，対象となりません。

◆ ひとり親家庭等医療費助成
　父子及び母子世帯等の親子が，各種保険制度を利用して治療した自己負担額を全額助成する制度です。
（申請の翌月から１８歳に達する日以降の最初の３月３１日まで支給されます。ただし，対象となる児童が一
定の障害の状態にある場合は２０歳になったその月まで支給されます。）
※ 所得額の制限があります。

児童の年齢 児童の手当月額
３ 歳 未 満 一律１５,０００円
３歳以上小学校修了前 　　１０,０００円（第３子以降は１５,０００円）
中 学 生 一律１０,０００円

湧水町の児童福祉に関する制度の紹介

※ 所得超過者は一律５, ０００円

問合せ先 　栗野庁舎　福　祉　課　℡：74-3111（内線：2116）
　吉松庁舎　住民福祉課　℡：75-2111（内線：3117）
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必ず受けてください
特定健診！

問合せ先 　栗野保健センター　　　TEL：74－3120

国
保
だ
よ
り

　生活習慣病は，遺伝や長年の生活習慣等いろいろな条件が重なり発症すると言われています。
　自分の体質を知り，生活習慣を改善することで，発症や重症化を先延ばしにできます。これから永く
健康に生活できるために特定健診を受けてください！生活習慣病のリスクが高い方には特定保健指導が
行われます。
※すでに生活習慣病等で治療中の方も特定健診対象となりますが，定期受診している医療機関に特定健
診情報提供票を提出していただくことで受診したとみなされます。（長期間入院している方等は受ける
必要はありません。）

各世帯に平成30年度各種健診・検診等申込調査書を配布します。

特定健診は，生活習慣病を予防するために行われます。

毎年
１回

健康で働くために毎年受診します！
仕事は忙しいけれど，半日でがん検診
まで受けられるし，セット健診がお得！

特定健診は無料だから家計にもありが
たい！病気になると毎月の医療費がか
かるというからできるだけ予防したい。

湧水町国民健康保険の総医療費は約 11
億円！！そのうち約５億円が予防可能
な生活習慣病に使われているんだっ
て！！（※平成 28年度）
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「
統
計
の
日
」の
標
語
募
集

に
つ
い
て

　

総
務
省
で
は
、統
計
の
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
に
定

め
た「
統
計
の
日（
10
月
18
日
）」の
周
知
を

図
る
目
的
で
、広
報
媒
体
に
活
用
す
る
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
部
門

　

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部 

・
高
校
生
の

部
・
一
般
の
部
統
計
調
査
員
の
部
・
公
務

員
の
部

▼
記
入
方
法

　
次
の
事
項
を
明
記
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

①
部
門
②
都
道
府
県
③
氏
名（
ふ
り
が

な
）④
所
属
・
学
校
名（
学
年
）※
一
般
の

部
は
記
載
不
要
※
統
計
調
査
員
の
部
は

市
町
村
名
を
記
入
⑤
電
話
番
号
⑥
標
語

（
１
人
５
作
品
ま
で
）

▼
募
集
締
切
日

　

３
月
31
日（
土
）ま
で

▼
募
集
に
つ
い
て
は
Ｈ
Ｐ
で

　

http://www.soum
u.go.jp/toukei_

toukatsu/info/guide/30toukei_
hyougo.htm

l

▼
提
出
先・問
合
せ
先

　

総
務
省
政
策
統
括
官
付
統
計
企
画

　

管
理
官
室
普
及
指
導
担
当

※
小
学
生
の
部
か
ら
一
般
の
部
は
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、郵
送
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

統
計
調
査
員
の
部
・
公
務
員
の
部
は
、栗

野
庁
舎
企
画
課
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

E-m
ail toukeinohi@

soum
u.go.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３

−

５
２
７
３

−

１
１
８
９

　

〒
１
６
２

−

８
６
６
８

　

東
京
都
新
宿
区
若
松
町
19

−

１

　

☎
０
３

−

５
２
７
３

−

１
１
４
４

司
法
書
士
会
霧
島
支
部
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部
で
は
、

次
の
と
お
り
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

平
成
30
年
３
月
３
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
場
所

　

栗
野
中
央
公
民
館
内　

青
年
婦
人
室

▼
備
考

受
付
け
る
相
談
は
、

①
土
地
建
物
の
登
記
に
関
す
る
事
項

②
会
社
の
登
記
に
関
す
る
事
項

③
遺
言
書
等

④
青
年
後
見
手
続
き

⑤
裁
判
手
続
や
裁
判
所
に
提
出
す
る
書

類
の
相
談
等

⑥
消
費
者
金
融
問
題
・
架
空
請
求
問
題

⑦
供
託
に
関
す
る
事
項

な
ど
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
対

応
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
当
日
、予
約
な
し
で
も
受
け
ら
れ
ま
す

が
予
約
優
先
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
霧
島
支
部

　

重
野
事
務
所

　

☎
７
３

−

５
７
４
３

必
ず
確
認
　
最
低
賃
金
！

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
改
正

　
鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

▼
鹿
児
島
県
地
域
別
最
低
賃
金

県
内
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

時
間
額
：７
３
７
円

（
平
成
29
年
10
月
１
日
発
行
）

▼
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金

県
内
の
特
定
の
労
働
者
と
使
用
者
に
適

用
さ
れ
ま
す
。

〇
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業
関
係

時
間
額
：７
６
５
円

（
平
成
30
年
１
月
６
日
発
行
）

〇
自
動
車（
新
車
）小
売
業

時
間
額
：７
９
９
円

（
平
成
29
年
12
月
22
日
）

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局　

賃
金
室

　

☎
０
９
９

−

２
２
３

−

８
２
７
８

　

加
治
木
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
６
３

−

２
０
３
５

平
成
30
年
度
　
姶
良
高
等
技
術

専
門
校
入
校
生
募
集

▼
願
書
締
切
日

　

平
成
30
年　

3
月
２
日（
金
）

▼
試
験
日

　

平
成
30
年　

3
月
11
日（
日
）

▼
合
格
発
表

　

平
成
30
年　

3
月
16
日（
金
）

▼
募
集
対
象
者

高
等
学
校
卒
業（
見
込
者
を
含
む
）若
し

く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

▼
訓
練
期
間

２
年
間（
平
成
30
年
4
月
か
ら
平
成
32
年

３
月
ま
で
）

▼
募
集
科
目
と
募
集
人
員

　

情
報
処
理
科　

　

定
員
20
名　

推
薦
人
員
10
名
程
度

　

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科

　

定
員
20
名　

推
薦
人
員
10
名
程
度

▼
応
募
資
格

高
等
学
校
を
平
成
30
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
者
で
学
校
調
査
書
に
お
い
て
、評
定

が
概
ね
３
．０
以
上
の
者
出
席
率
が
概
ね

95
％
以
上
の
者（
病
気
、事
故
等
の
事
由

を
除
く
）推
薦
選
考
試
験
に
合
格
し
た
場

合
、入
校
す
る
こ
と
を
確
約
で
き
る
者

▼
提
出
書
類

入
校
願
書（
写
真
貼
付
）

学
校
調
査
書
ま
た
は
卒
業
証
明
書

願
書
貼
付
以
外
に
写
真
１
枚（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
）

入
校
検
定
料
は
鹿
児
島
県
収
入
証
紙
２
，

２
０
０
円
を
入
校
願
書
に
貼
付

▼
提
出
先・問
合
せ
先

　

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
６
５

−

２
２
４
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

６
５

−

５
４
０
９

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
の

準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

〇
申
告
と
納
税
の
期
限

　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
・

　

贈
与
税
：３
月
15
日（
木
）ま
で

　

個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

　

地
方
消
費
税
：４
月
２
日（
月
）ま
で

〇
確
定
申
告
会
場
の
開
設
に
つ
い
て

　
（
確
定
申
告
期
間
中
）

確
定
申
告
書
の
提
出
や
記
載
要
領
な
ど

の
相
談
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間

　

２
月
16
日（
金
）
～
３
月
15
日（
木
）

▼
申
告
会
場

　

鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館

　
（
鹿
児
島
税
務
署
管
内
）

　

加
音
ホ
ー
ル（
加
治
木
税
務
署
内
）

　

他
は
各
税
務
署
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　

※
土
曜
日
・
日
曜
日
は
開
設
し
て
い
ま
せ

ん
。た
だ
し
、鹿
児
島
税
務
署
が
開
設
す

る
申
告
会
場
は
、２
月
18
日
と
25
日
の
日

曜
日
も
開
設
し
ま
す
。詳
し
く
は
、最
寄

り
の
税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、国
税

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://www.nta.go.jp

）

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
税
務
課

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
１
９
９

お
済
み
で
す
か
？

自
動
車
の
住
所
等
の
変
更
手
続
き

　

引
っ
越
し
や
結
婚
な
ど
で
住
所
や
氏
名

が
変
わ
っ
た
と
き
は
、納
税
通
知
書
を
確
実

に
お
届
け
す
る
た
め
、以
下
の
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
変
更
登
録

必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、鹿
児
島
運
輸
支

局
、ま
た
は
、奄
美
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
住
所
や
名
前
な
ど
の
変
更
届
け
出

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課
へ
電

話
や
は
が
き
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

電
子
申
請
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
用
の
は
が
き
は
、納
税
通
知
書
に

同
封
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、県
の
各
地
域
振

興
局
・
支
庁
、各
市
町
村
役
場
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
運
輸
支
局
登
録
部
門

　

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
８
９

　

奄
美
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０

−

５
５
４
０

−

２
０
９
０

　

鹿
児
島
地
域
振
興
局
自
動
車
税
課

　

☎
０
９
９

−

２
６
１

−

５
６
１
１

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。



広報 ゆうすい　18

2/16 金
　　心も体も元気教室　一生元気コース

(13：30 ～ 15：00)
資源ごみ収集日（川西地区）

3/1 木

2/17 土 3/2 金 資源ごみ収集日（川西地区）

2/18 日 　　おはなしの森 (10:30 ～ ) おはなしコーナー 3/3 土

2/19 月
　　休館日
　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

3/4 日

2/20 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区） 3/5 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

2/21 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 3/6 火 資源ごみ収集日（北方・轟・幸田・米永地区）

2/22 木
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）
　　休館日（館内整理日）

3/7 水

2/23 金 資源ごみ収集日（川東地区） 3/8 木
　　元気湧くわく教室（10：00 ～ 11：30）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（9：30 ～ 11：00）

2/24 土 3/9 金
資源ごみ収集日（川東地区）
定例教育委員会（吉松庁舎）※一般の方も傍聴で
きます。（一部非公開の場合もあります。）

2/25 日 3/10 土

2/26 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日 3/11 日

2/27 火
　　元気湧くわく教室（9：00 ～ 11：00）
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・西下場地区）

3/12 月 　　母子健康手帳交付（10：00 ～ 11：00）
　　休館日

2/28 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00） 3/13 火
　　心も体も元気教室　元気アップコース

（13：30 ～ 15：00）
資源ごみ収集日（上場・老竹・長谷・東中下場・
西下場地区）

3/14 水 　　温泉健康相談（13：00 ～ 16：00）

3/15 木 　　心も体も元気教室　貯筋アップコース
（13：30 ～ 15：00）

吉中公

催し物
コーナー

公民館学級活動作品展　１部
（２月３日～２月２７日）

公民館学級活動作品展　２部
（３月２日～３月２９日）

◀
町
民
ホ
ー
ル
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3 月 4日（日）
　霧島桜ケ丘病院　　　　78-3135
　さくらの杜薬局　 　　  78-8282
3 月 11日（日）
　林内科　　                   72-1818
　サン調剤薬局      　　　 72-1800

3 月 18日（日）
　前田医院　　　　　　 74-5001
3 月 21日（水）
　春田医院　　　　　　 76-0053
3 月 25日（日）
　ひらしまクリニック 　74-2800
　くるみ薬局　　　　　 74-5869

日曜・祝日在宅医（薬局）（３月）

１
月
１
日
（
月
）

・
幸
田
小
・
轟
小
学
校
新
春
陣
ノ
岡
登
山

１
月
４
日
（
木
）

・
仕
事
始
め
式
及
び
辞
令
交
付
式

・
町
成
人
式

・
え
び
の
市
商
工
会
青
年
部
新
春
賀
詞

交
歓
会

１
月
５
日
（
金
）

・
町
内
関
係
機
関
年
始
あ
い
さ
つ
回
り

１
月
６
日
（
土
）

・
霧
島
市
消
防
出
初
式

１
月
７
日
（
日
）

・
町
消
防
出
初
式

１
月
９
日
（
火
）

・
県
庁
等
年
始
あ
い
さ
つ
回
り

1
月
10
日
（
水
）

・
国
土
交
通
省
川
内
川
河
川
事
務
所
年

始
あ
い
さ
つ
回
り

・
え
び
す
祭
り
神
事

・
町
商
工
会
新
春
懇
談
会

1
月
11
日
（
木
）
～
12
日
（
金
）

・
地
域
経
済
委
員
会

1
月
12
日
（
金
）

・
町
保
育
園
連
絡
協
議
会
交
流
会

1
月
15
日
（
月
）

・
湧
水
寺
子
屋
塾

・
1
0
0
歳
到
達
者
訪
問
（
綾
織
千
鶴

子
さ
ん
）

・
姶
良
･
伊
佐
保
健
医
療
圏
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議

1
月
16
日
（
火
）

・
区
長
会

1
月
17
日
（
水
）

・
霧
島
青
年
会
議
所
関
係
者
来
庁

1
月
18
日
（
木
）

・
鹿
児
島
県
鉄
道
整
備
促
進
協
議
会
に

よ
る
J
R
鹿
児
島
支
社
要
望
会

・
肥
薩
線
利
用
促
進
・
魅
力
発
信
協
議

会
及
び
J
R
吉
都
線
利
用
促
進
協
議

会
に
よ
る
J
R
鹿
児
島
支
社
要
望
会

1
月
19
日
（
金
）

・
吉
松
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議

先
進
地
研
修

1
月
20
日
（
土
）

・
あ
い
ら
農
協
新
春
懇
談
会

1
月
23
日
（
火
）

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
高
規
格
救
急
自

動
車
贈
呈
式

1
月
24
日
（
水
）
～
25
日
（
木
）

・
第
10
回
B
&
G
全
国
サ
ミ
ッ
ト

1
月
26
日
（
金
）

・
県
建
築
課
長
来
庁

・
町
功
労
者
山
下
眞
澄
氏
葬
儀

・
消
防
団
幹
部
会

1
月
27
日
（
土
）

・
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
及

び
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
姶
良
支
部
結
団
式

・
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会
開

会
式

1
月
29
日
（
月
）

・
議
会
運
営
委
員
会

・
町
消
防
団
長
花
堂
伸
一
氏
葬
儀

1
月
30
日
（
火
）

・
ふ
る
さ
と
バ
ス
利
用
促
進
協
議
会

1
月
31
日
（
水
）

・
臨
時
議
会

・
議
員
全
員
協
議
会

町
長
動
静
　
　
　
（
１
月
１
日
～
31
日
）

　
（
新
生
児
）　　
　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

池い
け
が
み上　

廉れ
ん
の
す
け

乃
丞　

 

友
大　

 　　

真
中
馬
場

松ま
つ
し
た下　

蓮れ

お央　
 　

鷹　
　
　
　

真
中
馬
場

森も
り　
　

慶け
い
た陽　
　

 
譲
士　

 　　

丸
池
タ
ウ
ン

本も
と
や
ま山　

蓮れ
ん　
　
　

 
大　

 　　
　

下
坂
元

時と
き
よ
し吉　

瑛え
い
じ志 　
　

悠
樹　
　
　

御
手
洗

（
平
成
30
年
１
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
１
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
１
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

千
鳥
田
の
竹
中
豊
さ
ん
か
ら

（
ミ
ヤ
子
さ
ん
死
去
）

桜
ヶ
岡
の
野
本
勝
さ
ん
か
ら

（
ト
ミ
さ
ん
死
去
）

永
野
の
永
野
ヨ
シ
ヱ
さ
ん
か
ら

（
寛
雄
さ
ん
死
去
）

下
中
津
川
の
田
畑
ス
ミ
子
さ
ん
か
ら

（
政
美
さ
ん
死
去
）

稲
葉
崎
下
の
橋
憲
秀
さ
ん
か
ら

（
チ
ヨ
子
さ
ん
死
去
）

長
谷
前
の
亀
澤
ひ
と
み
さ
ん
か
ら

（
ノ
ブ
エ
さ
ん
死
去
）

柿
木
の　

原
和
子
さ
ん
か
ら

（
秀
正
さ
ん
死
去
）

町
外
の
谷
村
節
代
さ
ん
か
ら

（
竹
下
フ
チ
エ
さ
ん
死
去
）

停
三
の
竹
内
重
治
さ
ん
か
ら

（
鈴
子
さ
ん
死
去
）

町
外
の
濵
﨑
千
代
子
さ
ん
か
ら

（
竹
下
フ
ク
エ
さ
ん
死
去
）

小
屋
敷
の
御
所
陶
一
郎
さ
ん
か
ら

（
サ
ダ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

亀
澤　

ノ
ブ
エ　

	

84	

長
谷
前

荒
田　

耕　

	

89	

亀
沢

前
田　

ユ
カ	

104	

桜
ケ
岡

花
園　

芳
光	

66	

会
田

鈴
木　

久
孝	

97	

大
王

郡
山　

一
水	

89	

陣
前

上
水
流　

國
治	

92	

原
田

竹
下　

フ
ク
エ	

94	

大
牟
礼
東

井
上　

ヒ
サ
エ	

93	

植
村

江
島　

秋
広	

57	

町
外

山
下　

眞
澄	

93	

長
谷
上

花
堂　

伸
一	

68	

大
牟
礼
東

谷
口　

ヨ
シ
コ	

94	

町
外

藤
元　

芳
子	

94	

新
町

和
田　

イ
マ	

96	

植
村

𠮷
森　

厚
夫	

97	

山
崎

竹
中　

ミ
ヤ
子	

83	

千
鳥
田

前
田　

親
男	

93	

山
下
西

永
野　

寛
雄	

90	

永
野

田
畑　

政
美	

93	

下
中
津
川

宮
田　

ミ
ツ
エ	

89	

山
下
東

米
永　

百
合
子	

63	

池
田

　

山　

博　

	

65	

池
田

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む
（　）は前月比

人口　  9,623人（  ー 24人）

  男      4,496人（ ー 12人）

  女      5,127人（  ー 12人）

世帯数  4,866戸（  ー８戸）

　転入　　 20人
　転出　 18人
　出生　　   5人
　死亡　　 31人

平成30年１月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８－４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



【プロフィール】
　鹿児島市生まれ。自他ともに認める「まち歩きのプロ」。
　鹿児島県内の歴史や地理を機軸に，近代化産業遺産・温泉・鉄道・※微地形など様々なテーマで自らも案
内人として地域を語るほか，県内及び九州各地での観光ボランティアガイドの育成・研修，まちづくりコーディ
ネートなどにも従事。
　ＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会代表理事，鹿児島県観光アドバイザーとして「か
ごしま神社探訪」（南日本新聞），「かごしま歴史まち歩き」（㈱九州経済研究所発行）など連載多数。またＭ
ＢＣ南日本放送（テレビ）「土曜のズバッと！鹿児島」のコーナー「まち歩きの達人が行く」「シリーズ幕末
温泉」やＭＢＣ南日本放送（ラジオ）「郷土菓子伝承　ふるさとの菓子と歴史」に出演中。
現在ＮＨＫで放送中の大河ドラマ「西郷どん」では，史料取材協力と原作本「西郷どん！」の方言指導を行
うなど多岐にわたって活躍中。
※微地形…５万分の１～２. ５万分の１の地形図には表現されないような地表面の微細な凹凸のこと

●と　き　　　平成３０年３月３日（土）　活動紹介展示パネルのみ
　　　　　　　平成３０年３月４日（日）　午後１時から
　　　　　　　活動紹介パネル展示・表彰・活動発表・特別講演
●ところ　　　栗野中央公民館大ホール他
●内　容　　  ３月４日（日）
　　　　　　　・オープニング　　午後１時から　　　
　　　　　　　・表彰式　　　　　　　　　　
　　　　　　　・公民館学級終了証授与
　　　　　　　・生涯学習活動発表　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　人権作文朗読，公民館学級活動発表
　　　　　　　　地区公民館活動発表，研修報告

◎特別講演　午後３時 10分から
　　　　　演　題　 「湧水町と西

せ ご
郷どん」

　　　　　講　師　　東川　隆太郎　さん
　　　　　　　　　　（ＮＰＯ法人まちづくり地域フォーラム・かごしま探検の会代表理事）

第13回　湧水町生涯学習推進大会
“人”輝く「ふるさと湧水」の創造

～ともに学び　活かす　生涯学習のまちづくり～


